
ぷらいべーとぞーん
ってなんだろう？



「ぷらいべーとぞーん」 という ことばを きいたことが
あるかな？ 「ぷらいべーとぞーん」 ということばは えいごだけど、
にほんごになおすと じぶんだけのばしょという いみになるよ。

ぷらいべーとぞーん
じ ぶ ん だ け の ば し ょ



くち

おっぱい

おしり
おまた

おちんちん

みずぎ や ぱんつで かくれる ところが 「ぷらいべーとぞーん」
といわれるばしょだよ。 みずぎや ぱんつなどの したぎを きているのは
ぷらいべーとぞーんが よごれたり きずついたりしないように まもるた
めだよ。



「ぷらいべーとぞーん」が じぶんだけのばしょ ということは…
ともだちの 「ぷらいべーとぞーん」を さわったり、 のぞいたり、 じぶんの ぷら
いべーとぞーんを ひとに みせたりするのは いいことかな？ じぶんは いや
じゃなくても、 これをされると いやなおもいをするひとが たくさんいる とい
うことをおぼえておいてね。 ともだちの といれを のぞくのも だめだよ。

さわる

のぞく
みせる



ちなみにもしも、 おとなが かぞくじゃないひとや いやがっているひとに
おなじことをすると、 ほんとうに たいほされてしまうこともあるよ。
だからみんなは こどものうちから きをつけようね。



そして、 もしもあなたが、 ぷらいべーとぞーんを みようとしたり、 さわろ
うとしたり、 みせたりする こわいおとなに であってしまったときは、
おおいそぎで にげて ちかくのおとなに しらせてね。



みんなの ぷらいべーとぞーんを まもるために、 ぷらいべーとぞーんは
ひとに みせてはいけないけれど、 ぷらいべーとぞーんを まもっている
ぱんつなどの したぎを ぬいでも いいときもあるよ。
それは、 おふろや といれ、 きがえや おいしゃさんにみせるときだよ。

おふろ や といれ

きがえ

おいしゃさんに
みせるとき



ちなみに、 おおきなこえで 「おちんちん！おっぱい！」 とさけんだりした
ことがあるひとは いないかな？ なんだかおもしろくて いってしまうこと
も あるけれど、 そのことばをきくと いやなきもちになる ひとも いるの
で、 おにいさん・おねえさんになるみんなは そろそろ やめようね。

おちんちん！
おっぱい！

なんだかいやだな…
やめてほしいな…



ぷらいべーとぞーんは じぶんだけのばしょ だということは わかったよね。
じつは ぷらいべーとぞーんは べつのよびかたを されることがあるよ。
それは、 「だいじなばしょ」 です。 おまたや おちんちん のことを おうち
のひとに 「ここは だいじなばしょだからね！」 といわれたことは ないか
な？

だいじなばしょ
だからね！



どうして ぷらいべーとぞーんが 「だいじなばしょ」 といわれるのかな。
それは、 みんなが おとうさんやおかあさんになるために 「だいじなばしょ」
だからだよ。 みんなの からだのなかには じつはもう あかちゃんをつくる
ための 「いのちのもと」が はいっているんだよ。



「いのちのもと」は
おとこのこは おちんちんに、 おんなのこは おなかのなかにあります。
おんなのこの おまたは あかちゃんが うまれてくる とおりみちだし、
おっぱいは あかちゃんが おおきくなるための みるくが でるところ。
だから ぷらいべーとぞーんは 「だいじなばしょ」 でもあるんだよ。



だいじなばしょである ぷらいべーとぞーんを まもるためには、
ひとにみせたり、 さわらせないことが たいせつだったけれど、 もうひとつ
だいじなことがあるよ。それは、 ぷらいべーとぞーんを きれいにすること！



ぷらいべーとぞーんは おしっこや うんちが つきやすく、よごれやすいとこ
ろでもあるから、 まいにち おふろで じぶんで やさしくあらおうね。
そして、まいにち ぱんつは とりかえよう！ うんちがでたときは まえから
うしろにむかって やさしくふこう！



「ぷらいべーとぞーん」について よくわかったかな？ これからは、
みんなの 「だいじなばしょ」 である 「ぷらいべーとぞーん」 は、
じぶんでまもって だいじにしようね！



おしまい


